
Fig. 2 Surface small projections of sample A 

Fig. 1 Sample A with larger surface area 
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１．概要（Summary） 
 近年、環状オリゴ糖であるシクロデキストリンを再沈殿化

させることで、シクロデキストリンが筒型に集積した微結晶

からなるマイクロキューブ状集積体が簡便に調製できるこ

とが報告された。そのシクロデキストリンマイクロキューブ

はナノレベル（環状分子が筒型に集積）ミクロレベル（立方

体形状）ともに興味深い構造を有しているため、我々は炭

素化原料として注目した。今回、マイクロキューブに対し

化学的架橋処理を施してから窒素雰囲気下で室温から

900 ºC まで加熱することで、原料のマイクロキューブ形状

をほぼ維持したまま炭素化することに成功し、得られたマ

イクロキューブ状炭素は1000 m2g-1以上の高い比表面積

を有していた。そこで、特に高い比表面積を有するサンプ

ルについて、高解像度の電界放出型走査電子顕微鏡を

用いた観察を行い、表面形状を詳しく観察した。 
２．実験（Experimental） 
・利用装置：電界放出型走査型電子顕微鏡(FE-SEM) 
(Hitachi SU8020) 
・実験：サンプルは数µm の粉末状炭素なので、カーボン

テープを用いて試料台にしっかりと固定し、FE-SEM を
用いて観察を行った。観察を行ったサンプルは最も比表

面積が大きかったサンプル（SampleA）、原料形状をよく

維持していたサンプル（SampleB）、SampleB を室温か

ら 1500 ºC まで窒素気流下で熱処理を行ったサンプル

（SampleC）である。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Sample Aは、×20k程度の倍率で観察すると原料キュ

ーブと比較して角が大きく丸くなったことがわかったが

（Fig. 1）、さらに高い倍率（×200k）で観察すると、表面

に細かい凹凸があることがわかった（Fig. 2）この凹凸が高

比表面積となった要因であると示唆される。 
Sample B は原料のキューブ形状をマイクロレベルでよ

く維持していることが確かめられた（Fig. 3）。 
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Fig. 3 Sample B with original cube structure 


